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Figure2‥山の底での圧力分取 (左‥局所供給､右:一様供軌 )圧力は底の単位面積(義
さ)にかかる力の大きさの絶対値で決まり､山の全体の質量と底の幅で規格化されている｡
実線は鉛直方向の圧力分布､破線は右向きを正にとった水平方向の圧力分布を示している｡
砂山内部の力のネットワークや､局所的な応力伝播の特徴についても､はっきり圧力分
布のくぼみ､dipがある場合とない場合について比較をしてみたoDipがある場合には､
力のネットワークはいくつかの太い幹が形成されていて､それぞれの幹の周りの粒子は､
その幹に向かって応力が流れていっているように見える｡また､dipがない場合には､力
のネットワークは網の目のように互いに結合していて､特別な幹はより少ない｡力は砂山
の内部をより一様に伝わっていっているように見える｡これらの定量的な比較とその評価
は､これからの課題の一つである｡
砂山底面での圧力分布における中央でのへこみ､dipは再現することに成功したものの､
粒子同士の接触時に作用する接触力のモデル化にはまだ改善の余地がある｡我々はこの研
究が､粉体内部の応力伝播の仕方を､鉛直容器やサイロなどに適用することによって､よ
り一般的､かつ巨視的に記述するのに役立っことを期待しているD
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